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 ※１：狭帯域とは、通常運転中の原子炉水位を測定するための水位計（測定範囲：０ｍｍ～１５００ｍｍ）である。 

※２：有効燃料棒頂部とは、燃料棒の上端部を示し、狭帯域水位計０ｍｍから－４１３０ｍｍに位置している。 

女川２号機　地震発生前後のプラントパラメータ
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原子炉水位(狭帯域※１)（ｍｍ）左軸(有効燃料棒頂部※２　-4130mm)
発電機出力（MW）左軸
原子炉圧力(MPa)右軸(最高使用圧力8.62MPa)

3/11 14:49
原子炉冷温停止

原子炉水位計オーバースケール

3/11 14:46
原子炉自動停止
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※１：真空破壊弁動作可能高さとは、原子炉冷却材喪失事故時に原子炉格納容器スプレイ系を作動させた時、 
原子炉格納容器が負圧になることを防止するために開放される弁が作動可能な高さのこと。 
なお、サプレッションプール水位は、通常水位±０ｃｍからの水位を示す。 

Ｓ／Ｐ：サプレッションプール（圧力抑制室） 

Ｄ／Ｗ：ドライウェル（原子炉格納容器） 
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S/P水位（cm）左軸(真空破壊弁動作可能高さ194cm※１)
原子炉圧力(MPa)右軸(最高使用圧力8.62MPa)
D/W圧力(kPa)右軸(最高使用圧力437kPa)
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原子炉冷温停止
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原子炉自動停止
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女川２号機　地震発生前後のプラントパラメータ
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使用済燃料プール水温度(℃)(保安規定制限値６５℃以下)3/11 14:49
原子炉冷温停止

3/11 14:46
原子炉自動停止


